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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年5月31日(2012.5.31)

【公開番号】特開2010-280903(P2010-280903A)
【公開日】平成22年12月16日(2010.12.16)
【年通号数】公開・登録公報2010-050
【出願番号】特願2010-185836(P2010-185836)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   5/10    ＣＦＣ　

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月5日(2012.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
［Ｂ］熱硬化性樹脂、前記［Ｂ］熱硬化性樹脂が含浸された［Ａ］炭素繊維、および、前
記［Ｂ］熱硬化性樹脂に含まれる［Ｅ］導電性の粒子または繊維、を含んでなるプリプレ
グであって、前記導電性の粒子は導電性物質で被覆された熱可塑性樹脂の核を有しており
、前記導電性の繊維は導電性物質で被覆された熱可塑性樹脂の芯を有しているプリプレグ
。
【請求項２】
前記熱可塑性樹脂が、Ｇ１ｃが１５００～５００００Ｊ／ｍ２である、請求項１に記載の
プリプレグ。
【請求項３】
前記［Ｅ］熱可塑性樹脂の核または芯が導電性物質で被覆された導電性の粒子または繊維
の平均径が１～１５０μｍである、請求項１または２に記載のプリプレグ。
【請求項４】
前記導電性物質が、体積固有抵抗が１０～１０－９Ωｃｍである、請求項１～３のいずれ
かに記載のプリプレグ。
【請求項５】
前記［Ｅ］熱可塑性樹脂の核または芯が導電性物質で被覆された導電性の粒子または繊維
の９０～１００重量％が、片側表面から厚さ方向の２０％の深さの範囲内に局在している
、請求項１～４のいずれかに記載のプリプレグ。
【請求項６】
前記［Ｅ］熱可塑性樹脂の核または芯が導電性物質で被覆された導電性の粒子または繊維
の９０～１００重量％が、両表面から厚さ方向の２０％の深さの範囲内に局在している、
請求項１～４のいずれかに記載のプリプレグ。
【請求項７】
前記［Ｅ］熱可塑性樹脂の核または芯が導電性物質で被覆された導電性の粒子または繊維
の総重量が、プリプレグに対して１～２０重量％である、請求項１～６のいずれかに記載
のプリプレグ。
【請求項８】
前記［Ｅ］熱可塑性樹脂の核または芯が導電性物質で被覆された導電性の粒子または繊維
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の比重が、０．８～３．２である、請求項１～７のいずれかに記載のプリプレグ。
【請求項９】
前記［Ｅ］熱可塑性樹脂の核または芯が導電性物質で被覆された導電性の粒子または繊維
が、表面処理を施されたものである、請求項１～８のいずれかに記載のプリプレグ。
【請求項１０】
前記表面処理が、カップリング処理、酸化処理、オゾン処理、プラズマ処理、コロナ処理
、およびブラスト処理からなる群から選ばれた少なくとも一種の処理である、請求項９に
記載のプリプレグ。
【請求項１１】
炭素繊維が、２６０～４００ＧＰａの引張弾性率を有する、請求項１～１０のいずれかに
記載のプリプレグ。
【請求項１２】
請求項１～１１のいずれかに記載のプリプレグを硬化して製造される、炭素繊維強化複合
材料。
【請求項１３】
前記［Ａ］炭素繊維から構成される２つの層の間に、前記［Ｅ］熱可塑性樹脂の核または
芯が導電性物質で被覆された導電性の粒子または繊維が存在しており、該［Ｅ］熱可塑性
樹脂の核または芯が導電性物質で被覆された導電性の粒子または繊維が、前記［Ａ］炭素
繊維から構成される２つの層間に導電パスを形成している、請求項１２に記載の炭素繊維
強化複合材料。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
  本発明のプリプレグは、上記目的を達成するために次の構成を有する。すなわち、［Ｂ
］熱硬化性樹脂、前記［Ｂ］熱硬化性樹脂が含浸された［Ａ］炭素繊維、および、前記［
Ｂ］熱硬化性樹脂に含まれる［Ｅ］導電性の粒子または繊維、を含んでなるプリプレグで
あって、前記導電性の粒子は導電性物質で被覆された熱可塑性樹脂の核を有しており、前
記導電性の繊維は導電性物質で被覆された熱可塑性樹脂の芯を有しているプリプレグであ
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
  また、本発明の炭素繊維強化複合材料は、かかるプリプレグを硬化することにより得る
ことができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
  本発明のプリプレグは、［Ｂ］熱硬化性樹脂、前記［Ｂ］熱硬化性樹脂が含浸された［
Ａ］炭素繊維、および、前記［Ｂ］熱硬化性樹脂に含まれる［Ｅ］導電性の粒子または繊
維、を含んでなるプリプレグであって、前記導電性の粒子は導電性物質で被覆された熱可
塑性樹脂の核を有しており、前記導電性の繊維は導電性物質で被覆された熱可塑性樹脂の
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芯を有しているプリプレグである。
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